
　新年あけましておめでとうございます。謹んで新春をお祝い申し上げます。
　昨年は会社経営、YEG活動共に困難の多い年となりました。
　その中で物事の原点や本質が明確になった年でもありました。

　正体不明な新型コロナウィルスに対応する行動に、正解、不正解は誰も分らず、ど
れだけ一つの物事を深く考え向き合っていけるかが重要であったかと思います。

　しかし、正体不明な出来事は大小はあれ、平常時にもあったはずです。初めて直面する物事において
は、多くの人が言っていることであっても正解かどうかは後になってみないと分からない。とるべき行動
は、何よりも自分自身で物事を深く突き詰めて見てみようという事です。そして突き詰めた人間だけが自
分にとっての正解に近づきます。多くの人がたどり着けない、突破口を初めに見つけることが出来ます。

　次年度へのバトンタッチの時期が来ました。
　私たちYEGにとっては新たな歴史の舵をとる非常に大切な年度になります。

　「歴史の舵はいつの世も熱ある者が取ってきた」とても大好きな歌詞です。

　熱ある者、熱を持ち続けた者が初めにこの困難を突破していくのです。その為に強い心を持って、いつ
だって明るく楽しく活動すること。そして自分の意思や考えをしかっりと持ちはっきりと伝えることです。

　次年度川口YEGの飛躍の為に必ず必要になるステップです。

　あと２か月！まだまだ例会も沢山あります。
　いい形で次年度に引き継ぎたいと思います。
　今年もどうぞよろしくお願いいたします。

青年部　第22代会長

鈴 木 　 歩
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【“今”を突き詰め限界突破】　
～困難を楽しんだ先に未来を
　　切り開く道がある。今こそ全員YEG～

　令和3年度・第23代会長にご承認いただきました髙橋英彰です。 
　私は平成21年に入会をさせていただき、次年度で12年目となります。日々YEG活動を
行う中で様々なことを経験し、学び何よりかけがえのない多くの仲間に出会えました。
　しかしながら、新型コロナウイルスの多大な影響により人々の生活環境や経済活動は
制限され縮小している状況です。そういった中においてもアイデアを出し、前に進もう
とする人が多数いることも事実です。我々も地域の青年経済人として何ができるか、何
をすべきかを考えたうえでの行動することが大事であり、どのような状況においても前

に進む努力を惜しまない、そういった気概を持ち続けていきます。
　そして令和3年度は継続事業である「第2回川口花火大会」、埼玉県連2大事業の一つ「研修と交流の集い
川口大会」が開催されます。こうした状況下で出来る事は限られますが、仲間と共に知恵を絞り、仲間と共
に困難を 乗り越え行きましょう。
　皆様、どうぞ宜しくお願い致します。

青年部　第23代会長

髙 橋 英 彰

「一味同心」　～仲間と共に未来へ進む・　　　仲間と共に笑顔を生みだす・
　　　　　　仲間と共に元気をつくる～
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総務広報委員会　委員長　沼 口 洋 輝
　この度、令和３年度、総務広報委員会の委員長を仰せつかりました沼口 洋輝と申します。
　私は平成２９年度に会員交流委員会に入会し、これまで副委員長、県連出向等の経験をさせ
ていただき、その中で多くの方々との出会いや先輩方から様々な事を学びました。その後、令
和２年度に総務広報委員会に移籍しまして、２年目となる今年度、委員長を務めさせていただ
きます。
　総会の運営を中心に設営をしていく中で、今年度もコロナ禍で難しい局面に遭遇する事もあ

るかと思いますが、私一人の力では成し得ない事も、メンバー全員であれば成し遂げられると思います。その為に
もメンバー同士の繋がりを大切にし、また集まりたいと思っていただける様な委員会の運営を目指し１年間取り組
んで参りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

令和３年度　会長・委員長挨拶

 小学生の頃、ブランコの立ち漕ぎをしてどこまで遠くに飛べるかをよく競い合ったもの
です。気分はさながら鉄腕アトムか、今で言うならアイアンマンといったところ。実際
には数メートルしか飛べないものの、時には着地に失敗して怪我をすることもありまし
た。最近ではパーソナルトレーニングが流行っていて、体を鍛える習慣が身近な存在に
なってきました。「今日は80キロ上げられた」とか「100キロに挑戦した」と言った
仲間内の会話をよく耳にします。
　いつの時代も、人々は自身の限界がどこにあるのかを知らず、いつもその限界を超え
るためにどうすればいいのかを考え、努力し、乗り越えてきました。
　令和2年の始まりと共に、世界は新型コロナウイルス感染症による、かつてない脅威

にさらされました。私たちの生活への影響は計り知れず、今もまだ先行きの見えない状況が続いています。
業種によってその差はあるものの、事業においては、緩和と制限に振り回され、思うように運営できない環
境の中、消費動向も大きく変化していく時代となりました。 果たしてその着地点はどこにあるのか? 今まさ
に、先行き不安な環境下において、この先進むべき道標を作っていかなければなりません。
　令和3年度の埼玉県連では、これまでよりもより明確なコミュニケーションの場の創生をモットーに、県
内YEG間の情報共有や意見交換などを強化し、単会や次事業が、それぞれの地域で活躍できる機会につなげ
たいと考えております。 
　また、9月に開催予定の県内事業を川口YEGが主管するにあたり、年間を通してメンバー全員で臨まなく
てはなりません。是非とも積極的な参加協力をお願い申し上げます。
　感染拡大は未だ深刻な状況であり、我武者羅にただ突っ走るばかりとはいきませんが、これから先の未来
に向けて「感動と情熱」を伝えていくために、川口YEGの熱い想いを持って、県内を始め、関東ブロックや
日本YEGの仲間と団結して取り組む所存です。1年間という短い期間ではありますが、よろしくお願い申し
上げます。

令和3年度
埼玉県商工会議所
青年部連合会会長

渡 邊 洋 介

「射石飲羽の心」　～未来に向け感動と情熱を !～

KKT実行委員会　委員長　橘 　 信 之
　この度、令和３年度KKT実行委員長を務めさせていただきます橘　信之です。
　今年度は、埼玉県商工会議所青年部連合会「研修と交流の集い」川口大会開催にあたり多く
の県内YEGメンバーをお迎えすべく準備を進めております。
　この大会を開催することで、川口の魅力・歴史・感動・情熱を伝え県内YEGがより一層の強
い絆で結ばれるような大会を目指します。
　川口YEGメンバー一人一人が主役となり心に残る充実した事業にしていきたいと考えており

ます。
　皆様のご指導ご鞭撻を賜りながら精一杯努めて参りますので１年間どうぞよろしくお願い致します。



令和３年度　会長・委員長挨拶

CP特別委員会　委員長　笛 木 　 大
　一昨年の台風19号の影響で、昨年の５月に打上げを予定していた川口花火大会が10月に延
期となり、準備に入った途端に新型コロナウィルスの影響でさらに今年の５月15日に再延期
となりました。現在もコノナ禍で厳しい状況が続いておりますが、我々ＹＥＧの力で地域の皆
様に花火の力で笑顔になって頂き、上を向いてもらう為にも第２回川口花火大会の開催の実現
を強く願います。
　前回大会は5万5千人もの方にお越し頂きましたが、今回は密を防ぐために有料観覧者の席

間もソーシャルディスタンスを保ち設営します。無料観覧者に関しては事前登録制とし人数制限を行い、入場ゲー
トでは検温と消毒を行う事で安全な大会を運営致します。
　２度目の緊急事態宣言が発出されましたが、各関係機関との協議や申請、協賛・クラウドファンディング・設営
や煙火協議・ボランティア獲得・チケット販売・近隣企業や住民への対応や説明会の開催・飲食店の募集や説明会
等、２月～３月までに行う業務が多岐にわたります。当然感染状況の落着きが見えず、メンバーの皆さんに危険が
生じるようでしたら、有観客での開催は延期か中止を致します。
　しかし、まずはこの川口花火大会の開催を目指し、見に来て下さった方々に笑顔になって頂き、感動して貰える
為にも準備を進めて行ければと思います。
　メンバーの皆様には大変なご苦労をお掛けするかと思います。計り知れない程の業務がありますが、準備・設営
をメンバー全員で力を合わせて取り組み、『みんなの笑顔が花火らく未来を』の大会テーマの基、一緒に汗をかい
て最高の思い出を作れるように一緒に頑張りましょう！皆様の御参加をお待ちしております。

市民祭り委員会　委員長　笛 木 　 大
　市民祭り委員会はたたら祭り内でメイン・イベントホールの準備・設営・管理をメインで行ってきました。祭り
当日は演者の皆さんの出演前の緊張感たっぷりの顔や、日頃の練習成果を発揮できた満足感で一杯の顔を近くで沢
山見てきました。
　毎年続いてきた恒例のたたら祭りが、昨年は開催されず、非常に残念な想いをした方は多いかと思います。
　市民祭り委員会として活動する以上、何かしらのイベントで市民の皆さんに喜んで頂けるような企画を実施した
く考えています。その結果、本例会を通じて委員会の垣根を超えた、メンバー間の交流が出来ればと考えます。現
時点ではコロナ禍で見通しは立っていませんが、市民祭り委員会だから出来る企画で、メンバー皆さんと楽しく笑
い合える様な例会を開催したく考えています。私たちで市民に向けた最高のイベントを開催しましょう！

経営開発委員会　委員長　渡 部 大 輔
　この度、経営開発委員会の次年度委員長を務めさせていただきます、渡部大輔と申します。
伝統のある経営開発委員会で委員長をさせていただくことに、とても光栄に思う反面、身の引
き締まる思いが致します。
　歴代の委員長の方々が作り上げた素晴らしい委員会や例会を思い浮かべてみるとプレッ
シャーを感じていますが、やるからには全力で委員長職に取り組んで、自分ができること・自
分らしくできることを考えていきたいと思っています。

　又、いまだ事態の終息が見えないコロナ禍の中で、通常の委員会活動は難しいかと思いますが、副会長を始め、
副委員長、理事・監事、そしてメンバーの皆さんと共に協力しながら、委員会活動や例会を作り上げていきたいと
思っています。経営開発委員会らしさを踏まえながら、時には少しはみだしながらも、明るく楽しい委員会を運営
していきますので、どうぞよろしくお願い致します。

未来ネットワーク委員会　委員長　山 田 知 則
　令和3年度未来ネットワーク委員会の委員長を仰せつかりました山田知則と申します。未来
ネットワーク委員会はまだまだ新しい委員会ではございますが、『地域・団体と会員との交
流』『会員増強』『会員同士の交流』を事業の柱として活動してまいります。
　私自身、川口ＹＥＧに入会して3年が経ちますが多くの良き先輩方に支えられ、多くの仲間
と様々な経験を積むことが出来、楽しみながら成長することが出来ています。
　未来ネットワーク委員会は、川口ＹＥＧの活動をより充実したものとして頂くべく、多くの

仲間と知りあい、様々な情報を共有し、本業にプラスになる空間を委員会全体で協力し、一生懸命作り上げてまい
ります。コロナ禍で大変な1年になると思いますが逆境を乗り越え、最後は皆様が笑顔になれるよう努めてまいり
ます。1年間ご支援、ご協力賜りますようお願い申し上げます。
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地域を支える青年経
済人として

　　　我々とともに
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青年部事務局／川口商工会議所　地域振興課
担当　山田
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第297回役員会(沼津)24

21

4

3～4
9～10
15～16
17

30～10/1
8～9
22～23
28

29～30
18

19 第94回会員総会(土浦)
東海ブロック大会(豊田)11～12

14

23～27 第41回全国大会(高松)
24 第304回役員会(高松)
25 第95回会員総会(高松)


